
 
  
  
 
     
 
 
 
 
 

新潟 RC ２月第 2 例会 (2024.2.13) （Zoom 例会併催） №３４94 

 

(1) ロータリーソング「四つのテスト」斉唱 

(2) 内山 博之会長挨拶 

皆さん、こんにちは。今月の 2月 23日は、皆さんご存知の

通りロータリー設立記念日であります。1905年のこの日、

アメリカシカゴでポールハリスが、ガスターバス・ローア、

シルベスター・シール、ハイラム・ショーレーの友人 3人

と、シカゴ中心街のユニティ・ビルにあるローアの事務所

(711号室)に集まり、世界初のロータリークラブの例会が

行われたのです。このビルはすでに取り壊されておりまし

て、711号室として知られるこの歴史的部屋もなくなって

しまいましたが、現在 711号室は、ロータリー世界本部で

復元されております。世界本部は、シカゴの北に隣接する

街エバンストンにあり、ダウンタウンから電車で行くこと

ができるそうです。ハリスは、ロータリーを全米、そして

世界中に広げるために尽力し、創設後わずか 16年間でさら

に 6大陸に拡大し、1920年(大正 9年)には日本初のロータ

リークラブである東京ロータリークラブも設立されました。

現在では、世界 200以上の国や地域に 120万人の会員を有

する社会奉仕団体となりました。1933年 6月 27日にボス

トンで開催されたロータリー国際大会で、初めてラジオ放

送されたハリスの演説がありまして、今でも通じるメッセ

ージが含まれておりますので、ご紹介したいと思います。

ロータリーの特徴は二つあるでしょう。一つは、それぞれ

の生業や職業の代表 1名がロータリー会員になるという、

いわゆる「職業分類」です。もう一つは、人種や政治的、

宗教的立場がロータリー入会の妨げとなってはならないと

いう規定です。これら 2つの規定を通じて、ロータリーは、

あらゆる職業や地位、あらゆる国、あらゆる形式の宗教の

代表者に開かれています。このようにロータリアンは、多

くの点で異なる者同士でありますが、二つの点で完全に一

致しています。第一に、互いを尊敬し、自らが高潔である

こと、言い換えると寛容の精神を表しています。 

 

 

 

第二に、すべての高潔な職業は、社会への奉仕に使われる

ということです。こうした点で十分な同意ができているた

め、ロータリーは誰もが安心して身を寄せられるのです。

ロータリーの魅力は、会員がありのままの自然体でいるこ

と、自分らしくいることが奨励されていることです。詩人

ロバート・バーンズの「地の上に、御心にかなう人びとに

平和があるように」という言葉があるように、ロータリー

はこの言葉を実現しようとしている、つまり、人類が兄弟

となる日がいずれ来るということです。この言葉が夢想の

表現ではなく、むしろ予言的であること、そして人間の最

良の概念、普遍的な親善と平和の概念は、いつの日か実現

するというのが、私の結論です。究極的に、ロータリーは

生き方であり、良き、自然で、健全で、友情に満ちた生き

方なのです。また、ハリスの名言の一つに、このような言

葉があります。「私たちはこう問います。最も優れた人間の

才能を戦争のための科学に捧げなければならないのに、戦

争を回避するための科学には捧げないのか、と」 

世界各地でいまだ終わることのない紛争、ロータリーとし

て何ができるのか、考えてみる月としましょう。今夜は、

情報委員長の小山さんより、主に入会 5年未満の方を対象

にロータリー創立記念日を祝う会ということで、ロータリ

ーの歴史をお酒を飲みながらいい気持ちになっていただき

ながら、思う存分語ってもらいますし、明日は、第一生命

保険とロータリーの歴史を知るツアーということで、東京

ロータリークラブの例会メーキャップからの第一生命様へ

のご訪問と、ロータリー設立記念日の月に相応しい企画を

していただきました。私も参加し、ロータリーをしっかり

学んでこようと思います。2月最終例会にて、皆さんには

改めてご報告させていただきます。以上、本日の会長挨拶

とさせていただきます。有難うございました。 

 

 2023-24 年度 
国際ロータリー会長 

ゴードン R. マッキナリー 

 
2023～24 年度 

新潟ロータリークラブ会長 

内山 博之   



(3) 各種ご寄付の発表 

ロータリー財団寄付発表(本多 晃委員長) 

石本隆太郎君 本多  晃君 

 

米山奨学会寄付発表（ 佐藤 隆夫委員長) 

石本隆太郎君 内山 博之君 

佐藤 隆夫君  

 

青少年育成基金寄付発表(高山 克幸委員長) 

本間  彊君 本間 利夫君 

 

(4) 幹事報告（小川 潤也幹事） 

分水ロータリークラブ創立５０周年式典が下記内容

で開催されます。出席希望の方は３月末日までに新潟

ロータリークラブ事務局へご連絡下さい。 

期  日 ２０２４年５月１９日（日） 

登録受付 12：30～13：00 

記念式典 13：00～14：00 

記念講演 14：10～14：50 

㈱エコロジーサイエンス 樋口勲氏 

「県民の生活を守る大河津分水」 

祝賀会  15：15～17：00 

会  場 燕三条ワシントンホテル 

登録料  15,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 会員スピーチ 

「新潟県経済の課題  

－インバウンド需要の地域間比較－」 

    日本銀行新潟支店長 小林 俊君 

 

 

(6) ２月１３日の例会参加率 

 

 

 

 

Zoom参加 １４名 

 

 

 

 

来週２月２０日（火）は新潟市内７RC合同例会の振

り替えで例会は開催されません。 

 

新潟市内７RC合同例会 

期  日 ２月２２日（木）   

登録受付 18:00 

開  会 18:30 

会  場 ANAクラウンプラザホテル新潟 

会  費 8,000円 

 

お取消しの場合 2月 19日正午までは費用は発生致

しません。 

 

 

当クラブ 次回例会は ２月２７日（火） 

卓話「新潟清酒の現状と麒麟山酒造の酒造り」 

麒麟山酒造株式会社  

代表取締役社長 齋藤 俊太郎氏  

を予定しております。 

 

 

新潟ロータリークラブホームページアドレス 

http://www.niigatarc.jp/ 

会員数 算定対象者 出席者 参加率 

８５ ８２ ７１ ８６．５９ 

http://www.niigatarc.jp/

